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パート１ 
耳とは？ 



 
耳の字体 



耳の語源 
• 耳の語源 

– 「みみ」は「身実（み・み）」だったのです。 
古代では言葉は「言霊（ことだま）」でした。 

– 実体が見えない言霊を受け、身（み＝カラダ）の中で実体
にする（実にする）器官として 

「身実（み・み）」になり、後に耳の形から、今の漢字を当て
られました。 

• 耳のついた漢字 

– 取る 

• 古代中国では、討ち取った敵の左耳を切りその戦功を数えたこと
から、取の字ができた。 

– では「恥」にどうして耳があるの？ 

 
 



耳のことわざ 
• 馬耳東風 

– 東風とは春風のこと、春風が吹けば人は喜ぶが、馬の耳には春風が
吹いて、馬は何も感じないということ。 

• 牛耳る 
– 中国の故事で、中国の諸侯が集まって同盟を結んだとき、 その同盟

の中心となるものが、刀で牛の耳を切り、皆でその血をすすって誓っ
たことに由来 

• ヘビに足なし、魚に耳なし 
– 動物の特徴を言い表したことわざ、でも魚にも耳はある 

• 寝耳に水 
– 寝ている時に洪水の音がしてびっくりすること 

• 壁に耳あり 

– 英語でも “Walls have ears” 

 



耳順とは？ 

 
１５歳 「吾十有五にして学に志す」    志学（しがく） 
３０歳  「三十にして立つ」          而立（じりつ） 
４０歳 「四十にして惑わず」         不惑（ふわく） 
５０歳  「五十にして天命を知る」      知命（ちめい） 
６０歳  「六十にして耳順う」         耳順（じじゅん） 
７０歳  「七十にして心の欲する所に 
      従えども矩を踰えず」       従心（じゅうしん） 
                            －論語ー 
                      



 

耳の構造 

耳介 

三半規管 

耳管 

） 

内耳 

中耳 外耳 



耳介のよくある奇形 

• 副耳 

– 先天奇形 

– 千人に15人ぐらいの割
合で発生 

• 副耳ろう孔 

– 先天奇形 

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A3xTxggxkTpRURoAYzyDTwx.;_ylu=X3oDMTFvanI2cXZuBHBhdHQDcmljaARwb3MDMgRwcm9wA2lzZWFyY2gEcXADcWh2BHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=169bvv1m2/EXP=1362893553/**http%3A//rd.yahoo.co.jp/search/direct/isearch/%25C9%25FB%25BC%25AA/%25C9%25FB%25BC%25AA/*http%3A//image.search.yahoo.co.jp/search%3Frkf=2%26ei=UTF-8%26p=%25E5%2589%25AF%25E8%2580%25B3


耳介のピアストラブル 

• ピアストラブル 

–金属アレルギーが原因 

 



耳毛 

• 耳毛が伸びるのは加齢
現象のひとつ 

• 行き場のない男性ホル
モンが耳毛に向かうの
か？ 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Long_ear_hair.jpg


外耳道 

• 耳に虫が入ったら？ 



耳垢 
• 耳垢 

– 外耳道のアポクリン汗腺の分泌物と皮膚の角質からでき
ている 

• 耳垢には2種類ある 

– 湿性耳垢（湿った耳垢、「べた耳」） 
• 優性遺伝 

– 乾性耳垢（乾燥した耳垢、「こな耳」） 
• 劣性遺伝 

• 耳垢の人種差 

– 湿性の割合 
• 日本人は１６％、中国人・韓国人は４～７％ 

• 日本でも縄文人は湿性、弥生人は乾性 

• 白人は９０％、黒人は９９％ 

 



 

耳かき 



耳垢栓塞 

• 耳垢栓塞 

–難聴の原因、耳鼻科で取ってもらう 

 

http://mimiyamed.exblog.jp/iv/detail/index.asp?s=10918063&i=201007/03/39/a0166639_23582825.jpg


正常な鼓膜 

 



聴力検査 

 



 

加齢による難聴は 
高音性難聴 



ヘルツ（Ｈｚ） 

• 1ヘルツは、「1秒間に1
回の周波数・振動数」 

• NHKの時報放送は、
440Hzと880Hzの二つの

トーンパルスを組み合
わせた独特の音（ ポッ
、ポッ、ポッ、ピーン） 

• ２０００Ｈｚはソプラノ歌
手の声 

• ４０００Ｈｚは蝉の声 

 



ｄＢ（デシベル） 

  

        デシベル    音の大きさ 
       ０デシベル     人間の聴力限界 

       ６デシベル     それより少し大きな音 

      １０デシベル     静かな息 

      ２０デシベル     葉のカサカサ音 

      ４０デシベル     静かな図書館 
      ６０デシベル     一般的な会話 

      ８０デシベル     目覚まし時計 

     １００デシベル     地下鉄の電車 

     １２０デシベル      飛行機の爆音 



聴力検査（オージオグラム） 

 

補聴器 

が必要 

http://blogs.yahoo.co.jp/ytoh0331/GALLERY/show_image.html?id=33385449&no=0
http://blogs.yahoo.co.jp/ytoh0331/GALLERY/show_image.html?id=33385449&no=1


  

中耳と内耳 



  耳小骨はテコ
の原理で鼓
膜の振動を
拡大して内耳
に伝える 



  

三半規管 

蝸牛 

平衡覚 

聴覚 



内耳（聴覚）の仕組み 

  



  

有毛細胞 

（聴細胞） 



内耳の有毛細胞（聴覚細胞） 

  



有毛細胞 

  



  



三半規管（運動覚）と前庭（平衡覚） 

  

前庭 

三半規管 



三半規管の働き 

  



閉眼片足立ちテスト 

  

あなたは何秒間立っていられますか？ 



  



耳管の働き 

 



パート２ 
耳の症状と病気 

 

耳鳴り、難聴、めまい、耳の痛み 

 



 



耳鳴り 

• 耳鳴り 

– 耳鳴りは、風の音のように聞こえたり、波の音のように聞
こえたり、蝉のように聞こえたりとさまざま。 

– 日本人の10％から20％が耳鳴りを日常的に経験し、 65
歳以上になると実に30％もの人々が、 耳鳴りを経験して
いる 

• 耳鳴りと病気 

– メニエール病、内耳炎、老人性難聴など聴力低下を起こ
す病気。貧血や高血圧、うつ病、不安障害、疲労、睡眠不
足など 

 



 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=%E8%80%B3%E9%B3%B4%E3%82%8A&source=images&cd=&cad=rja&docid=7ZmYtcgk4wNfCM&tbnid=7EcMoO-FanBkEM:&ved=0CAUQjRw&url=http%3A%2F%2Fwww.utu-net.com%2Futur%2F02%2F05.html&ei=NX09UaThK8GekAXXsoHoDA&bvm=bv.43287494,d.dGI&psig=AFQjCNGEzNpUctWnceKkf15uMZltczV4_Q&ust=1363070638008318


耳鳴りを意識しない訓練 

• 近年、注目されているの
が耳鳴り再訓練（ＴＲＴ：
Ｔｉｎｎｉｔｕｓ Ｒｅｔｒａｉｎｉｇ  

  Ｔｈｅｒａｐｙ）療法だ。 

• １９９０年代に欧米で始
まった療法で、耳鳴りを
消したり、小さくしたりす
るのではなく、耳鳴りを
意識させなくすることが
特徴。 

 



聴神経腫瘍 

• 聴神経にできる良性腫瘍 

• 耳鳴りや耳が難聴などが
、代表的な症状 

• ３ｃｍ以上だと手術で取り
除く 

 



  



 

難聴 



 



難聴の種類 

• 伝音性難聴 
– 音を伝える外耳や中耳の障害です。 

外耳から中耳にかけての障害による難聴で中耳炎、鼓膜穿孔、外耳
道変形等が代表的なもの。ほとんどが医学的治療で聴力を回復させ
ることができます。音を大きくすれば聞こえるので補聴器の効果もよく
あります。 

• 感音性難聴 
– 耳もしくは内耳以降の神経回路の音を感じる部分による障害です。 

内耳から神経系、脳中枢にかけての障害による難聴で、老人性、突
発性、メニエール病が代表的なもの。 

小さい音が聞こえにくいだけでなく、大きな音が異常に響いたりする
場合もあり、音は聞こえても意味がわからないといった症状がでます
。補聴器を正しく調整し練習しながら使用すれば効果が期待できます
。 

 



 



突発性難聴 

• 突発性難聴 
– 突然に原因不明な内耳性の感音性難聴が発症する疾患 

– 発症は突然であり、患者は難聴になった瞬間を語ることができるほど
突発的である 

• たとえば「朝、起きたら」とか、「図書館に行く前はなんともなかったのに、
図書館から帰ってきたら聞こえが悪くなっていた」 

• 随伴症状 

– 耳鳴りや耳閉憾を伴うことが多く、半数程度の患者は発症の瞬間に
は強いめまいを伴う 

• 原因は不明 

– 原因が不明であることを本症の定義とする。したがって単一の疾患と
は限らず、突発性・原因不明を条件とした感音性難聴を一括した疾
患群である 

 



浜崎あゆみも患った…突発性難聴 

• ２０００年６月に左耳に
突発性内耳障害を患い
、コンサートツアーを延
期した。 

 



中村勘三郎さんも 
突発性難聴で入院したことがあった 

  



薬剤性難聴 

• 薬剤性難聴 

–ストレプトマイシンやカナマイシンなど内耳に障害
を及ぼす薬物による難聴 

–耳鳴りから始まり，続いて難聴に気づく 

–アミノ配糖体系抗生物質とループ利尿剤とを併用
によって難聴が急激にかつ高度に起こる危険性
がある 

–腎臓の機能が低下している場合や高齢者では，
薬剤が体内に蓄積しやすいため，難聴が起きる 

–その他の薬剤としては，抗ガン剤，鎮痛剤，抗マ
ラリア剤，麻酔剤がある 
 



 

老人性難聴 



老人性難聴のチェックリスト 

 



 



老人性難聴の予防 

• 老人性難聴は個人差が大きい 

• 老人性難聴を進行させる原因 

–騒音、喫煙、ストレス、睡眠不足、 

血行不良につながる食生活、長時間のイヤホン・
ヘッドホンの使用など 

–耳はとても影響を受けやすい敏感な器官なので
、日常生活の中でも注意が必要 

–有毛細胞を保護しよう 
 



補聴器 

• 装用部位による 

– ポケット型（箱型）補聴
器 

– 耳かけ型補聴器 (BTE) 

– BTE (Behind The Ear) 。 

– 耳あな型補聴器 (ITE） 

– ITE (In The Ear) 。 

– カナル型補聴器 (ITC)  

• その他の分類  

– オープンイヤー型補聴器  

– RIC型補聴器 (RIC)  

– 骨伝導型補聴器  

– 埋め込み型補聴器  

 



人工内耳 

• 小児の高度難聴に適応 



補聴器はいつから？ 
• 日本で難聴の自覚がある
人 
– 65歳以上で18% 

– 75歳以上で48.7% 

      （2012年調査） 

• その中で補聴器を使用して
いる人はたったの17.1％ 

• 会話がしずらい、聞き返し
や聞き間違いが多い、テレ
ビの音量が大きくなった 

• 耳鼻科で相談を！ 

 



  



  

めまい 



めまい 

• めまい（1958年）. 
Vertigo ある事件で屋根

の上での犯人追跡中に
自分を助けようとして 

墜落しした仲間の刑事
のことが忘れられず、
高所恐怖症に陥った主
人公。 

 



  



 



良性発作性頭位めまい 

• 良性発作性頭位めまい 
– ベッドに寝たり、ベッドから起きたりするときに30秒から1
分程度の回転性めまいとしてみられる。 

– 難聴、耳鳴や手足のしびれなどの他の神経症状を伴わ
ない。 

– 首を後ろにそらしたり、後ろを振り向いたりしたときにも
浮動感として感じる人もいる。 

– 美容院で頭をさげてシャンプーをしたり、歯科診療の際
に仰向けに寝たりする時にも同様の症状がおきる場合
があります。回転性めまいとは限らず、不安定感、浮動
性めまい、立ちくらみとして感じる。 

– 比較的高齢の方に多く、とくに更年期以降の女性に多
い。 



なでしこの澤選手も 
良性発作性頭位性めまいだった 
 



原因 

• 内耳の耳石 

–内耳にある卵形嚢にある耳石が剥がれ落ち、同
じ内耳にある三半規管（とくに後半規管）に入り、
頭部を動かすときに刺激となることが、良性発作
性頭位めまい症の主な発症原因 



 



メニエール病 

• 発作時主症状 

–めまい（突発的で立つことも出来ないほどの激し
い回転性で、かつ数十分以上続く） 

–難聴（特に低音域が障害される） 

–耳鳴り 

–耳閉感 

–以上の4症状が同時に起き、症状が一旦治まっ

てもその一連の症状を数日から数ヶ月の間隔で
繰り返す 

 



メニエール病 

• 頻度 

– メニエール病は女性に多く、発症年齢は30歳台
後半から40歳台前半にピークを持つ山型 

–厳密な診断基準に沿った有病率は主な個別調査
では人口10万人当たり15～18人程度である 

• 原因 

– メニエール病の本態は内耳の内リンパ水腫であ
る 

 



メニエール病の原因 

 





 



八代亜紀さんもメニエール 

• コンサートの日、寝返りをうっ
たら天井がガーンと揺れたそう
です。反対側を向くと同じよう
になり、目を開けるとぐるんぐ
るんと天井が回ったそうです。 

• すぐ、病院へ連れていかれ、め
まいのせいで、先生がたくさん
見えたそうです。そして、緊急
入院となりました。 

• メニエール病の予兆は全くな
かったそうです。 

 



脊椎骨脳低動脈循環不全 

• 大動脈から分岐して脳とくに脳
幹や小脳へ血流を送るのが椎
骨動脈 

• この血管の血流が悪くなるとめ
まいをおこす 

• この場合のめまいは20～30秒
でおさまることが多い 

• 椎骨動脈は頸椎の中を通って
います。そのため、急に後ろを
ふりむいたり、天井を見上げた
り、床を見たりする動作によっ
て血液循環がさまたげられて
めまいを起こす 

 



薬剤性のめまい 

• ミノマイシンをのんだら
めまいがした・・・ 

 



起立性低血圧によるめまい 

 • 危険なお風呂場での低
血圧～ヒートショック～ 



危険なめまい 
• 脳や中枢神経の異常で起こるめまいは、フワフワし
た感じやふらつくような感じなど、自分では軽い症状
だと考えることが少なくない 

• 症状の程度は軽くても、以下のような心当たりがあ
る場合は、すぐに専門の医療機関（脳神経外科など
）で診察を受けるようにしよう 

– 激しい頭痛がすることがある 

– ものが二重にみえる 

– 舌がもつれる 

– 手足がしびれる 

– 意識が乱れたりする 

 



 

めまいの検査 



耳の痛み 

 



外耳炎 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=%E5%A4%96%E8%80%B3%E7%82%8E&source=images&cd=&cad=rja&docid=4hkGy9ZXGy4oqM&tbnid=eCmwPkcGvBsyCM:&ved=0CAUQjRw&url=http%3A%2F%2Fwww.linkclub.or.jp%2F~entkasai%2Fgaijien.html&ei=hHA9UZCIMYTVkAXNloDADg&bvm=bv.43287494,d.dGI&psig=AFQjCNFAKsLTIgPcpKaj9QSG93giVhf8ig&ust=1363067347231365


中耳炎 

 



急性中耳炎 

• 中耳炎の原因としては
、多くの場合は耳管経
由での細菌感染 

• 耳管が生理的に短い
小児に起こしやすい 

• 上気道炎が多い冬に
多い 

• 起因菌としては、インフ
ルエンザ菌や各種ウイ
ルスなど 

• 中耳炎の鼓膜所見 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Otitis_media_incipient.jpg


真珠腫性中耳炎 

 



潜水中耳炎 

• スキューバーダイビングをしたときの水圧の
影響で起きる中耳炎 

–耳が痛い 

–耳閉感（耳がつまった感じ） 

–聞こえにくい  

• 耳抜きができないことが原因 

–耳管狭窄でもおきる 

 

 



 



           

    

 
         
・ 

       3月3日は耳の日、 

    耳をいつまでも大切に！ 
 

 

   



ご清聴ありがとうございました 

本日の講演資料は武藤正樹のウェブサイ
トに公開しております。ご覧ください。 

 
武藤正樹 検索 クリック 

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで 
  gt2m-mtu@asahi-net.or.jp 
 

国際医療福祉大学クリニックhttp://www.iuhw.ac.jp/clinic/ 
で月・木外来をしております。患者さんをご紹介ください 

mailto:gt2m-mtu@asahi-net.or.jp
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なんでも質問コーナー 


